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l.はじめに

これまでのESP収癖h for Specific Purposes)教育研究におけるニーズ分析の結果から、工学系大学

においては、学術論文を読む力が広く求められていることが分かっている(中野; 2005 ;小山, 2001他)。

論文読解力育成にはESP語嚢指導が不可欠であるが、本研究では、共通教育の働皆で指導すべき語嚢の選

定方法を提示することとしたし㌔従来は、ジャンルに特化した語嚢指導の内容や方法は教師の勘に頼って

いたが、近年、当該分野のテキスト・コーパスに基づいて作成した語嚢表を使用することが多くなってい

る。本稿でも、電気・機械・土木・生命物質など、様々な工学分野のテキストから構築した科学技術論文

コーパスを分析し、吾桑表を作成して、論文読解に必要な語嚢を特定する。さらにその結果を既存の教育

語嚢表(JACET, 2003; Coxhead, 2000)と比較することによって、工学部の共通科目である英語授業におい

て指導が必要な語嚢を選定してゆく。

2.論文テキストの語嚢

Nation (2001)は、通常、テキストの約5%をいわゆる低頻度語が占めると言う。この語群には、どのテ

キストにも1度しか出てこないhap拡Iegomenaを始め固有名詞や古語などが含まれるが、これらは非常

に種類が多いため、習得の努力に比べてその成果はごく小さなものとなる。従って、低頻度語に関しては、

むしろ、文脈から語義を推断するストラテジーを指導する方が効果的であるとされる(p. 19)。そのため、

語轟指導の観点からは、低頻度語を除き、論文テキストに含まれる語を(1)基本語嚢、 (2)準専門語嚢、

(3)専門語嚢、の3種に分類して論じることが多VIoしかし、これら3種の定義については、先行研究の

間でも十致を見ていない部分もある。本研究では、まず、上記3種の語嚢定義を以下のように定める。

(1)基本語嚢:論文テキストだけでなく、どのテキストにも繰り返し現れる高頻度語

Ct)準専門語嚢.・専門分野に関わらず、さまざまな分野の論文テキストに共通に含まれている語嚢で、基

本語嚢以外のもの。すなわち、論文テキストには高頻度で表れるが、他のテキストでを剖吏用頻度が低

く、論文テキストの特徴となる語

(3)専門語嚢:特定の専門分野でのみ使用される語

ここで、準専門語嚢と専門語嚢について、その定義をさらに明確にしておきたい.この2種の語嚢の分類

については先行研究においても噴味な場合が多く、境摘録ミ明確ではないとされる(Mudraya, 2004)。先

行研究の中には、準専門語嚢をAcademic Word li血(Co血ead, 2000) [以下AWuと同義で使用するもの
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も散見される　AWLは、ワード・ファミリー換算で570語からなる語魚群だが、学術テキストならば、通

常、約10%をカバーするという(Coxhead, 2GOO)。一方で、新聞テキストは約4% (Chung & Nation, 2003),

また小説テキストは約2% (Coxhead, 2000)しかカバーしておらず、まさに、学術テキストの特徴語であ

るとされる。

ところが、論文テキストを科学分野に限定してみると、カバー率がかなり低くなることが指摘されてい

る(C血, 2000 ; Cung&Nation,2003 ;石川,2006)。さらに、約180万語の科学技術論文テキスト

に2回以上出喫する語を対象に、 A肌の効率性を示す、いわゆるヒット率を調べた石川(2006)によれ

ば、 ETHIC, IMMIGRATE, GENDER, IDEOLOGY, LEGAL, LIBERAL (以下、大文字で表された語は

レマ化されたものとする)など、AWLの570語のうち70語がまったくヒットしなかったと言う。これは、

AWLが仲裁された際の基準コーパスが、芸術・法学・商学・科学の4分野からなるため、科学テキストに

使用される語嚢は4分のl Lか反映されておらず、 AWL自身が文系の分野に偏ってしまっているためであ

ると推測される。石川(2006)では、 AWLでヒットしなかった70語を科学技術論文で高い頻度で使用され

る語に入れ替えるだけで、カバー率が2.5%上昇することも指摘されている。

本稿では、工学系学術論文テキストのみからなる学術論文コ-づ1スを独自に作成し、語嚢表を作成する

わけであるが、ここでは、 3つ以上の工学系専門分野にまたがって、学術論文テキストに特徴的に表れる語

嚢群を、 「準専門語熟とすることとしたい.また、工学系学術論文の中でも、機除・生物・電気など、工

学の特定分野でのみ使用される語は「専門語嚢」とする。したがって、人文・法学などの分野で学術論文に

使用される頻度が低い場合でも、工学系の多分野で高頻度に使用されている場合は、 「準専門語嚢」と定義

している。各語嚢の分類を図1に示すム

3. ESP教育と共通英語科目の語免指導

我々は上で、論文テキストに表れる語嚢の種類を確琵した。では、これら3種のうち、共通科目として

の英語授業において取り上げるべき語魚群とは、どういったものであろうカも　ここでは、 ESP教育の枠組

みの中から考えてみたV ㌔石川(2006)では、 ESP教育のさまざまな定義を先行研究より概観し、大朝碇進

学率の高い工学系大学で行われているESP教育の多くは、いわゆるEST (English for Science and

Technology)教育ではなく、 EAP (English forAcademic Purpo紀S)教育に分類されることを示した。本稿

でも、こうした視点から工学系大学のESP教育を捉えることとする。

DuddleyEvans and St. John(1998)では、 `'ESP is defined to meet specific needs for the learner"が、

ESP教育を決定づける主要な特徴としてあげられている。彼らに従うと、 ESP教育では学習者や特定分野

のディスコース・コミュニティなどのニーズを調査し、その結果に基づいて、コース・デザインを決定して

ゆくこととなる。上に述べたように、工学系大学においては、学術論文読解力の育成に対するニーズが高

くなっているのだが、学術論文にはさまざまな種類の語嚢が使用されており、論文読解力の育成を目的に

して共通科目の英語授業で語嚢指導を行う場合に、いったい、どのような語嚢を選定してゆくべきである

かという問題に関して、これまで十分な議論がなされてきたとはいい難し㌔

そもそも、工学系論文テキストと一口に言っても、そこには、機械工学・生物工学・情報工学などのさ

まざまな分野が存在している。さらに高度に細分化された専門学術分野では、特定のディスコース・コミ
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ユニティーでのみ流通する語嚢が用いられることが少なくなし㌔　しかしながら、我々はここで、こうした

分野をすべて-纏桝こして、工学系論文テキストというテキスト・ジャyJレを設定し、その上で、どのよ

うな語嚢を、共通教育で指導してゆくべきであるかを論じてゆくこととしたレ㌔

先に、我々は、ニーズ分析がESP教育のコース・デザインに関与していることを確許した。このほかに

も、 DuddleyEvans & St. John (199跡ま、コース・デザインに影響を与える要因として、頚場の事情、教

員の2つを挙げている。ここでは、これらの観点からESP語嚢学習に適した語嚢の選定方法を考えてゆく。

共通教育においては、学生の専攻別にクラス編成を行う場合もあるが、習熟度別クラス編成などでは、

1つのクラスがさまざまな専攻の学生で構成されることになる。特定のジャンルでのみ使用される語嚢や

表現は、他分野を専攻する学生にとって、学習価値の低いものである。また、学習者の専攻が同じであっ

ても、専門教育を十分に受けていない大学1年生・ 2年生の学生に対して、専門の知識のない英語教員が

専門語嚢・専門表現を指導するという授業形態は、学生にも教員にも、大きな負担を強いることになる。

確かに、ある程度の数の専門語嚢を導入することで、学生の学習意欲が高まるという一面もあるものの、

こうした頭湯の事情・教員の事情がある場合には、労を上回る効果は期待できないことも、予測できよう。

顎在、多くの工学系大学では、 1 ・ 2年生に対する共通教育や、また、 3 ・ 4年生や大朝完生に対して

も共通教育として設置されている英語科目は、主に英語教員が担当している。一方、論文テキストの読解

指導は、ゼミや研究室単位で、主に専門教員が担当する専門科目として行われている。こうしたカリキュ

ラム構成の下で共通英語科目に求められているニーズとは、論文テキスト読解のための基礎的英語力を育

成するということになろう。だとすれ古も共通教育での語嚢指導は、工学系のどの専攻分野でも論文読解

時に必要となる「準専門語免と、 「基本語嚢」の中でも特に未習のものを中心に指導を行い、分野に特徴

的な「専門語免は、専門教育の中で指導するべきであると言えよう。次節では、具体的な学術コーパス

の構築と分析を踏まえ、将来どの専門分野に進むことになろうとも、工学部の学生ならば同様に、英語論

文読解時に必要となるであろう語嚢群を抽出し、共通英語で指導するべき語嚢を選択してゆきたし㌔

4.論文コーパス

本研究では、各学科の工学専門教員の協力を得て、工学系専門誌の中でも、より広範な分野に関係する

論文誌を選択してもらい、論文コーパスを作成した[以下ASCJコーパス]。論文は、題名、著者名、所属、

図表、数式、謝辞、参考文献などを手作業で削除し、本文のみをコーパス・データとしている。分析ツー

ルには、 Oxford WordSmith Tbols 4.0を使用し、各サブ・コーパスのサイズに差が出ないよう、 Wordlist

に使用されたTbken数が520197-520860となるように調整した。コ-づマスの概要を表1に示すこ

4. 1作業手順

ここでは、まず、各サブ・コーパスから頻度別ワードリストを作成した。染谷(1998)のレマリストを用

い、また、英米の綴字の差のあるANALYZEやBEH瓜汀ORなどは、それぞれAMEやBEHAVIOUR

にまとめた。

ところで、上で見たように、低頻度語とはテキストの5%を占めるとされる。そこで、頻度の高いものか

ら順に並べ、累積頻度構成率が各サブ・コーパスの95%を超えたところまでを次の分析の対象とした。例
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えば」生物コ-ヅ1スでは、 95%を初めて超え愉ま、 INCREASINGLYであり、これは生起回数が11で

あったため、 10以下の語を分析対象から除外している。同様に、電気コーパスは11以下、機除コーパス

は16以下、物理コ-づマスは15以下、構造コーパスは12以下を除外した。

「蜘・ 「専F観

物理　Applied Physics　　　　　　　　　　　　520,860　　　　図1工学系専門分野テキ

生物　Bio Engineering　　　　　　　　　　　　520,707　　　　　ストの重なり語嚢
I　　　　　　　　　　~　　　　　　　　　　　1　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　__ I 1　　　　11　1_-I _ 1　　　　　　　　　　　　1

次に、 AWLの作成手順を踏まえ、出現したサブ・コ-づマスの数、すなわちレンジ数を分析の対象に加え

ることとした。各語のレンジを調査し、レンジ数が2以下の語を除外した。例えば、生物コーパスでは、

2(氾以上の頻度の話語嚢群中で、除外されたものは、以下のような語となる。

一見して、明らかに生物工学の専門性が高い語が並ぶ。念のために、一般英語の教育語嚢表である

JAmで確琵してみても、大半の語は記載されていない　FERMENTATION, ADSORPTION,

LYSOZYME, KEFOI皿ING, AEROBIC, BIOFIL蝿皿凪虻氾TTIZFl, LIPASE, PHENOL, FLAS現

HYDROLYSIS, CHTTOSAN, ACETATE, ENZYMATIC, EFFLUENT, UPME. BIOMASS, SLUDGE,

BIOEEACTOR, WASTEWATER, AN出現OBIC, AQUEOUS, MCROORGANK汎蛤は生物工学特有の

語となる。しかし、上表のうち11語は、 JACET8000にも記載されていた。それらは、 Ⅵ王A町ETHANOL,

GLUCOSE, NUT虻ENT, CULTIVATION, INHIBITION, ENZYME,岬A, DISSOLVE,
PR(町CULTUREである。こうした11語は、確かに一般英欝でも使用頻度の高いものであるが、工

学系の論文で使用された場合には、意味が異なってくる場合が多V㌔例え玖CUI∬UREは、細胞などの

「培養・培養物」を指し、 DISSOLVEは「溶解」、ひimBrnoNも「化学反応の抑制・阻害」となる。我々

は2章で「専門語嚢」を「特定の専門ジャンルでのみ使用される語」と定義したわけだが、上記語群のよ

うに生物工学というジャンルに依拠した語嚢は、専門語桑として専門授業で取り扱うべき語とし、工学系
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大学生の論文読解力育成を目的とした共通英語の語嚢教材では、取り上げないこととする。

4. 2　結果

以上の朝原で作成した語嚢表は、単に、生起頻度を合計したものではなく、専門語嚢や低頻度語嚢を除

いたため、工学系の論文に共通して使用されている、基本語嚢と準専門語嚢から成り立っていると考えら

れる。語嚢表の30位までを下の表2に示すこ高頻度語は、どの専門分野にも使用されるため、これらの語
I

のレンジ教卓訂「べて、 5となっている。

EGSPリスト1]としてh坤抑wwwll.∝njie.jp/-yuka/eg呼.h血山に示すム

ところで、コーパス内のすべての語を頻魔境に並べた語嚢表と比較した場合、レンジを勘案することで、

削除できた語群とは、どのようなものだったのだろう。頻度別語嚢表を作成し、累積頻度率が80%となる、

頻度が543までの高頻度語の中で、削除された語を見てみると、以下のようなものとなっている(カッコ

内は生起頻度数) 。

BLADE (1233), ROTOR (1033), CU工JUEE (1001), PROTEIN (984), STIFFNESS (973),

ENZYME (966), BC (825), CONCRETE (825), BIOMASS (757), W払KE (713), COMBUSTION

(673), E岬(665), PLASMA (645), GLUCOSE (645), STATOR (635), EV (630),
GROUND (608), FERMENTATION (599), GRAIN (599), SEISMIC (572)

上記の語群の中には、一般的英語にも、しばしば使用される語も散見される。しかしながら、上でも述べ

たように、論文テキストを見てみると、これらの多くが限定された用法となっていることが分かる。例え

ば、 BLADEは、電気分野でも59回出現しているが、機除分野での出現が大部分を占め、 1161回と高い
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頻度を示している。コロケーションを見てみると、どちらの分野でも、 "rotor blade"が多く、機械では、

impellorblade" , "turbineblade　などが続き、固定的な表現となっていることが分かる。こうしたも

のは、特定分野の1ジャンル、または、近い分野のみにまたがった2ジャンルに限定されているので、こ

こでは専門語嚢とみなす;

4. 3検匪

以上のような朝原で、工学系論文テキストに共通して現れる傾向の語嚢を取り出した。これらは、工学

系論文の基本語嚢と準専門語嚢と考えられる。ここでは、さまざまな種類のテキストに対する、 EGSPリ

スト1のカバー率を見ておきたレ㌔対象とするテキストは6種である。まず、科学論文テキストは、 ASCJ

コーパスとを胡rjに、今回の分析で用いた論文誌数種を使用して、同手法で収集したものを使用した。第2

に、科学専門誌テキストは、 Natureより収集した。第3に、科学一般誌テキストとしては、科学全般を扱

い、一般読者を対象として米国で発刊されている月刊誌ScientificAmericanから収集したテキストを用い

る。科学論文テキストの場合と同様に、どちらも図・表等は除いている。第4に、高校教科書テキストは、

花e CRO椛Ⅳ聯Series IINew地喝AC脱Ⅴ聯Cow.笥e E聯21 K APRICOT

ENGUSHCOURS.野Dより収集した。第5に、新聞テキストは、 TheNew York Timesから収集し、最

後に、児童文学は、 Project GutenbergよりFrances Hodgson BurnettのALMePi血α潜の前半部分を

使用している。すべて語数を3万語に統一した。語嚢リスト1963語のカバー率の結果を表3と図2に示九

∈
図2に見るように、 EGSPリスト1は、科学論文テキストを最も広くカバーしているが、同時に、右半分

の「般的なテキストよりも、科挙専門誌・一般科学誌を合歓左側の3つの科学テキストを広くカバーし

ていることが分かる。さらに、児童文学・新聞・高校教科書などのテキストにも共通に使用されている、

基本語愛の部分をEGSPリスト1から取り除き、図2の二重線よりも上の部分に議論を限定すると、工学

系に特化した準専門語嚢の抽出も可能であるように思われる。次に、 EGSPリスト1を加工して、工学系

大学生に共通教育で指導するべき語嚢の選定を行い、教育用語嚢リストの作成を試みることとする。
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5.指導語嚢リスト

語嚢表を元に教材仲裁を行うにあたっては、特定コーパスの語嚢分析だけに終始するのではなく、教育

目的に則って効果的な教育語嚢表に加工してゆくことが肝要となる。例えば、 JACET8000やSVL12000

などの既存語嚢表は、 BNCの語桑分析を元にしているが、日本人学習者のために、それぞれ独自の視点か

ら加工が行われている。ここでは、大学生を対象とし、共通教育で、論文読解力の育成を目的としたESP

語免学習に効果的な語嚢表の作成をめざし、 EGSPリスト1の加工を行う。

まず、本稿では、教帥ヒを行う際の下準備として、以下の作業を行った。

・肌.CEMENTとDISPLACEMENTSなど、 e-lemに記載されていない語のレマ化、

IS,ABE, WAS, WEREなど、 be動詞と、 HAVE, HAS, HADのレマ化、

・アルファベットの1文字の削除、

NON-. PRE-. MULTI-など、ハイフンでつながれた接頭辞の削除、

以上の作業で、リストの数は、 1926語になった。

ところで、教育現場で使用する語嚢リストを作成する場合に、どのような語嚢を既習語として省くかが

問題となる。例えを£ JACET8000は、 250語を基本語として除き、別表として付記している　AWLは、

GSLの高頻度20(氾語の後に学習する教育語嚢表であるので、コーパス語嚢分析によって作成されたリス

トから、 GSLの高頻度20伽語を除いている。特に科学技術英語テキストにおいては、語が、一般英語テ

キストとは異なる用法・意味で使用される傾向があることを踏まえ、ここでは、 JACET8000のW</レ1

にあたる、上位1000語のみを既習語をすることにした。既習語を取り除いた後の語嚢表はEGSTリスト

2として、上記のサイトで公開している。 30位までを下の表4に示すこ

このEGSPリスト2に記載された語は、ワード・タイプ換算で1341語となる。上記でEGSPリスト1の

検証に使用した6種のテキストを再び用いて、カバー率を調査した。結果を図3に示すこ科学論文テキス
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(名古屋工業大学)
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